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た C これ らを,重水素化物 も含めてまとめた ものを第 十図に示してお く一.
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23.2＼､∵､＼～70･1/′ ? ～.125.7 clユblC 2 37.6 G-as
(77.3) (128.3) (22-1.2)







り明 らかにされるなど,古 くから有名な物質 としては珍 らしく,ここ数年の間
に新しい目で物性論的に見直されるようになったものである｡ われわれは,蘇




















第 2 属 タ
われわれは ,特殊なクライオスタットを製作し ,単綜晶による回折実験を行
夜い ,次のは うな ことを見出した｡
a) 頁clには約 120oKに異常点があり,この温度以下では斜方晶系の回
折パターンを与える(Ⅹ線,中性子回折)0
D) HBr十でもa)と同橡を温度領域で約 14DoK以′下匠存在する (Ⅹ線回
折) ｡ ー
cl これらの鶴城では (10日 を共奄面 とする双晶構造を示し,HClの実
験では,低温の ferro相になってもこの双晶構造は変らない｡ (Ⅹ巌 ,
中性子回折)0
a) この由間領域 と ferro相は HClではほとんど同じ回折効果を与え るo










の温度変化に異常が報告 されたことか ら,HClの場合には 9岳oK～ 120oK
5)
の領域は新しい中間相 と考える'必要が.あると思われたO ところで,中性子回折
強度の測定からは,この中間相 と ferro相 との闇の相違は極めて僅かであ り,
稜々の構造モデタレを想定して換計したが,鮭局のところ,静的なモデルでは,
中間相の構造を説明し得たいとの結論VL逢したo ferro相 と中間相の 中性子
回折 020Bragg反射の積分強度値とpeak強度値の比較からは,中間相で
庵めて僅かの peak幅のひろが りが見られるが,/Bragg反射の積分強度 の 相
対比較はほとんど変化していをいOすなわち,回折実験的には 98oKのferrc,
く- Para転移での変化は微小であるが,比熱,巨発分権,誇電率 なとか ち

















られるが,この温度比下で も回折像は f.C二C.であることを見出したO この
こ/とは,I,C1では HClよりも鎖の orderihgの長さか短かいために平均的
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